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日立評論 第50巻節12号 1151

日本国有鉄道両毛線納

日立3′000kW油浸形シリコン整涜器

抽浸形シリコン整流器の本格的な製品とLて初の3,000kWl,500

V整流器が完成し,国鉄両毛線に納入した｡この整流器ほ嫡毛線電

化用として7台製作したもので,従来の風冷式シリコソ整流器に比

べ耐汚損性,騒音などにおいてすぐれた製品である｡

図】に本器で陳用した標準形ユニットセルCOICF形800A2,500

V素子の外観を示す｡COl形素子は国鉄車■向用としても採用され,

油浸冷却方式の整流器に最適である｡この素子を使うことにより木

器は次のような特長を備えている｡

(1)耐 汚 損 性

主回路部品および高圧部分はすべて油中に浸漬し,大気と完全

に遮断しているので,雨水,腐食性ガス,気中塩分などによる影

響を全く受けない｡設置場所の周囲条件が悪い場合でも,表面汚

損による絶縁破壊車扱などを防ぐことができ,屋外形として巌適

な構造である｡

(2)騒 音

再冷却器として自冷ラジエータを採用しているので,騒音源と

しては油ポンプだけであり,きわめて低騒音である｡したがって

市街地などに設置する場合にも有利な方式である｡

(3)保 守 点 検

次に示すような思いきった合理化が図られており,常時ほほと

んど無保守で運転することができる｡

(i)主要部品の材質,表面処理などを十分吟味して使用して

いるので劣化が少ない｡

(ii)素子の不良率が10‾8/時間以下と非常に小さいので,故

障検出装置(71D)を省略した｡

(iii)保護装置としては油流継電器(69)と温度継電器(26)だけ

である｡

シリコン整流器は図2に示すように,主回路部品を収納した本体

タンクと冷却用ラジエータからなる別匿構造である｡本体ほ4SxIP

図1 COICF形800A2,500Vユニットセル

図3 抽浸冷却用整流スタック(4SxIPxIA)
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のスタック4Px6Aからなり,分圧CR,交流側サージアブソーバ

とともに納中に浸潰している｡冷却は外部のポンプにより油を強制

循環させ,素子で発生する熱をラジエータから大気中に放散する送

肋白冷方式である｡図3ほスタックを示したものである｡冷却片と

素子を交互に桜み重ねて,バネにより規定圧力を加える方式のもの

である｡

図4はシリコン整流器に定格電流を流し･たときの抽および素子ベ

ースの温度上昇曲線を示したものである｡これより温度上昇の時定

数は約2時間であり,電鉄負荷のようにせん頑負荷の多い使用条件

に対しては非常に有利な特性であることがわかる｡本体タンク内の

油の温度分布はほぼ一様であるから,素子を有効に使うことがで

きる｡

木器のおもな仕様は次のとおりである｡

形 式

定 格 出 力

定格直流電圧

定格担流電流
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図2 3,000kWl,500V油浸形シリコン整流器
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1152 日立評論 第50巻第12号

マラヤ電力局･ポートディクソン火力発電所納

循 環 水 ポ ン プ

循環水ポンプは火力プラントの復水器を冷却するのに絹いられ

プラントの運転を維持するうえから高い信敵性が要求される｢.取扱

水としてほ多量の冷却水を必要とさこれることから海水が用いられる

ことが多く.使円されるポンプほ七流量,低揚程に適するポンプで

ある｡

今回マラヤ電力局へ納められる本+ミンプは,これらの循環水ポン

プとしての要求をじくわうぶん満たすよう考慮されている二､従来わカ＼

国ではウェットピット方式て立軸斜流ポンプが多く用いられている

が,今回ほ顧客の要求によりドライピ､ソト方式で立軸かノユートポ

ンプが採周されている｡､今回の方式ほウェットピット方式の立軸斜

流ポンプに比べ,ポンプの分晩 ノこ【よ検が容易であるという長所を持

っている｡

式

径

量

程

数

校

口

仕

込
出

転
勤

L

形

吸

吐

揚

回

原

l･ポンプの概要

様

DV-CV立軸両吸込渦巻ポンプ

1.500mm(60B),吐出口径1,140mm(45B)

55,000Impgpln

50.5ft

490rpnl

l,100馬力三相誘導電動犠

3,300V 12P 50Hz

l.2 特 長

(1)ポンプケーシングは分解L?すいように適宜に分割さノL,

保守1【､く倹時にはモータを移動しなくともポンプの内部を点

検することができる｡

(2)ポンプの軸方向スラストは通常立軸ポンプでは電動綴で支

指されるが.本∫六ンプでごま上部軸受のころカ;り軸受によっ

て支持され,軸受は内蔵されているネジポンプによって油

潤滑されている｡,

(3)ポンプ軸がケーシングを貫通するグランド部にほメカニカ

ルシールを用い,保守上の便宜を伺っている.二.ここで使用

されているメカニカルシー′Lは従来のメカニカルシールと

異なって,ある程度の水を漏らLつつ使用し､漏れ量は(寿

命を考慮して)締めポ′しトによって調節される｡また固定側

しゅう動環ほ二つ割れであるから取替えが容易である｡

(4)ポンプのケーシングは海水による暗食を考慮して,22%ニ

ッケ′レ鋳鉄製.インベラほ18-8ステンレス鋳鋼製である｡

また吐出管には銅管および鋳鉄管を倍悶しているが,これ

らには外部より電流を導入する電食防止装置を具備してい

る｡

(5)立軸両吸込ポリュートポンプとして口径,容量ともに従来

の記録をしのく､■ものである｢ノ

2･ポンプ機場の概要

上述のポンプを主ポンプとして付属供器にほ次のものがある｡

(1)弁 類 1,750mm(70B)電動蝶形弁 5台

1,500mm(60Bう油圧昧形弁 3台

1,500mmし60B)電動蝶形弁‾ 5台

(2)スクリーン設備 ロータリースクリーン 2紐

スパージ用ポンプ 2台

その他付属品

〔3)主 配 管
一式

(4)排水用ポンプ設備

(5)場内スチールワーク
ー式(ニモータ頂こ)

なおイギリスのPREECE,CARDEW and RIDER祉がコンサ

ルタントとして,本火力プラントのエンジニアリング全般に関与し

た.こ 日立製作所は本設備の設言卜 計画,製作および据付に至る技祢f

事Ⅰ卦二関してほ同コンサ′しタントと折衝L,本設備を完工Lた｡
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日立詳論 第50巻第12号 1153

株式会社富士セ メ ント 納

日立圧送式40†積セメントタンク車

‾在来のエ7スラ丁ドを利用した/ミノレク輸送のセメントタンク単に

代わって,セメントの受入,貯蔵などの地上設備費の低減化を図ると

ともに鉄道輸送におこ十る小回りをきかLて流通経費の低減を図るね

らいで,タンク申よリバイブまたほホースを過Lてトラックに積載

L.た輸送箱,またはタンクローリ,さらには高所またほ遠距離の貯蔵

′タンクに圧送荷卸しのできる臣送式セメントタンク串を完成した｡

図】は圧送荷役状況を,図2は圧送特性を,表1ほ主要仕様を示

し′たものである｡

なお本タンク卓ほ,ダンプトラックに積載された輸送箱にタンク

車より担二接圧送荷卸しするもので,国内で初めての製品である｡そ

の特長は下記のとおi)であるり

(1)在来方式ほタンク車よりレーノン下郎こ設亡1■られたピット

にセメントを排出し,コンベヤまたはエレベータてサイロ

に貯蔵し,二jtを生コンクり-トの生産またほ生コンクリ

ート業者へ道路輸送するもの一?ある｡ニれに対し,木方式
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日立圧送形40t葛セメントタンク車

て=モニ11500･′圧送式モミ▼ノン【ムレス形)
ウ
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4(J

13.7

38.4
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は駅構内など比較的狭い場所の側線で,タンク単に移動式

または固定式の旺力持があれ:ま,輸送箱を続載Lたセメン

トトラックに‾直妻妾圧送荷卸しが可能である､

(.2)茫力涼としては20kW程度のルーツブロワ,またほコンプ

レッサがあれば十分である｡ニのことは荷抑しする車両が

ェ7スライド付のタンクローリであj･tば,上記のコンプレ

ヅサを積載することで,本ローリよりタンク単に圧縮空気

を供給し,他のセメントトラックニセメントを荷卸しし,

最終段の荷卸しはぁずからがセメントを受けて輸送するこ

とも可能である｡

(_3‾)ノブンク車よりセメントトラ､ソクへの荷卸しは,輸送箱払出

口付近にホースを接続して積み込むため,輸送箱内の背圧

′シ▲低いこと,また荷卸し終了後ホース内にセメントが残ら
ないことが必要である｡

(4う 同じ巨川･りでスクリューコンベヤをタンク車に憤載したもの

に比較Lて,価格面,操作面,性能で大幅に向上している｡

(5)タンク車のタンクは内容構が大きく表面積の小さいrl]筒組

.今せの耐圧構造のタンクであるこ､も与載量を40t,口重を

14t以下にするためセミフレー∴レス構造を採用Lて,軽

量化を囲っているコ

(6) ヌンク内のエアスライドは多孔枚方式からなF),旺送排出

妓のセメント残量を最小限にすること,また必要風量を最

小限にするための特殊構造を採用Lている｡

(.7■)セメントの圧送排出は,均一流排出であること,また残量

を少なくするため‾F部排肘方式をi采用している｡排i什量の

調整は上向かソト式ダンパによF)行なわれる｡

(､8J圧送取出ロには,パイプ,ホース内の清揃ならぴiこセメン

ト閉塞をF妨く､､ため補助空気回路を設け,圧送混合比の調整

を可能にするこ また旺送締軌こはフルホート形ダイヤプラ

ム弁,また:まバタフライ弁を使用するし〕

=]土製作｢咋 交通さji二業況)

ょり
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詞2 輸送態肝時間特性の一例



1154 日立評論 第50巻第12号

日立9A形12Vl.OkWスターティングモータ

モータリゼーションの進展に伴い,ここ数年の間にわが国の自動

車産業は著しい発展を遂げたが,目前に迫った資本の自由化く･こ対処

するため各カーメーカーとも新エンジンの開発を活発に行なってい

る｡日立製作所では,さきに8A形スターティソグモータ.シリー

ズを発表し好評を得たが,その後もあいつぐカーメーカーの新エン

ジンの開発に応ずるため,1,300～2,000ccガソリンエンジンを1一卜L

にエンジン容量の系列およぴエンジン要求性能の憤向を再検討した

うえで,これらのエソジソに最もマッチした小形軽遣で高性能な

9A形12Vl･OkWスターティソグモータ･シt)-ズを完成した｡

本シリーズ品はすでにR産ニューブルーバード,ローレルをはじめ

各カーメーカーに採用され,国内はもちろんのこと世界各地に輸出

されている｡

1.お も な特長

スターティングモーータのようにエンジン容量ごとに異なる出力を

要求されるものにおいては,機種の統一,部品の共通化による標準

化が必要となる｡本シリーズ品に対しては,これらの点を中心に,

さらにこれに加えて性能,構造面の検討を行なった二.その特長のお

もなものを列記すると次のとおりである｡

(1)全長短縮とモータ出力の向上

最近のエソジンの憤向として,取付上の関係より,スターティ

ソグモータ全長の短縮が強く要求されるようになったぐ)この要求

を満足させるため,ヨーク径を90¢として,軸方向には約14%

の短縮を図った｡また出力については,エンジンの出力アップ,

容量アップに応ずるため約15%の出力アップを阿った｡これら

の改善により単位出力当たりの重量を約5%軽減した｡

(2)機種の統一と部品の共用化

生産性の向上およびサービス部品の,より円滑な管理を可能と

するため,部品の大幅な共通化を図った｡

モータ部については,アーマテヤコア積厚を変えることによっ

て,それぞれの所要特性を満足させるようにし,その他の構成部

品ほすべて共通にした｡またスターティソグモータアッセソブリ

については,ギヤケースとピニオン仕様を変更することiこよって,

各種のエンジンに装着可能とした｡-

(3)マグネティックスイッチの改善

マグネティツクスイッチを全酎lりに改良し,短縮を図るととも

に,ピニオンのかみ込離脱性能の改善を図った｡.

(4)耐振性および各部強度の向上

エソジンの高速化に伴いスターティングモータlこ加わる振動条

件はますますきびしくなる傾向にある｡これに耐えるため各部に

ついて耐振性を考慮した構造とした｡また,ピニオソ,クラッチ,

ギヤケースおよぴアーマチャシャフトなど衝撃応力の発生する動

力伝達の機構部についてほ,応力解析を行ない衝撃力を吸収する

構造とし,強度的にバランスのとれたものとした｡

(5)防塵(じん)防滴性能の向上

モータのリヤーハウジング部,マグネティックスイッチ部をは

じめ各部にわたって改良し,防じん,防滴性の向上を図った｡

2･構造およびおもな仕様

図2に構造を,表】i･こおもなる仕様を示す｡表1において,適用

エンジン容量を1,300～1,800ccと1,800～2,000ccに分けたが,こ

れは標準のものについて一応の目安としたものであり,エンジンの

仕様および組合せノミッテリーなどにより異なるので,当然ラップす

ることは考えられる｡なお1,300～1,800ccと1,800～2,000ccとは

アーマチャコア箭厚が異なるのみで,他の仕様は同一である｡

(日立製作所自動車機器事業部)

図1 9A形スターティソグモータ･シリーズ
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日立評論 第50巻第12号 1155

日 立 Hト20-2形 温 風 暖 房 機

熱出力20,000kcal/h前後までの温風暖房機では,低騒音の蒸発

式ポット形バーナを使用した製品の芯要が多い｡しかし反乱蒸発

式ポット形バーナでは,着火時に余熱を亨与するため,運転操作を自

動化することが困難である｡このため,脚易では,ガンタイプバー

ナ使用の軌罷と,蒸発式ポット形バーナ任用の製■枯とが共存して

いる.､)

新開発日立HP【20-2形温風暖房擬は鮒甘力20,000kcal/hの蒸発

式ポット形バーナを使用した製品であるが,運転操作を完全=勧化

し,熱交換器がじゅうぶんに熱するまでほ送風依も運転しない独自

の制御隙構を採用しており,ガン′タイプバーナ佐用の製品と全く同

じ取扱いができる.｡

1.構造および作用

図2に示すように,キャビネットはノミーナ室弧 熱交換宝部,空

気室部より構成されている｡前面の運転スイッチをONにすると,

制御機構が作動して,着火から暖房開始までが日動的にコントロー

ルされる｡すなわち,油量調整器より定量の油がバーナ内にほいり,

着火ヒ肝タにより着火する｡一方,燃焼空気は,左右側向空先取入

口よりほいり,バーナ用送風擬によりバーナ抑こ送支もされる｡燃焼

ガスは熱交換器を通り,排気筒より室外に排出される｡また,背面

にある室内循環用送風機古‾よ,熱交換器がじゅうぶん予熱されたとき

運転が開始され,温風は前由の吹【-Hグリルより室内に吹き出される｡

吹出グリルは,可変式になって∴､るので,温風の向きを上下方向

に日由に変えることができる｡

バーナをほじめ自動制御校器類ほ,すべて前向から竹単に着脱し

て保′-､〕三′た倹ができる｡

表1 日立HP-20-2形温風暖房枚仕様表
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2.特 長

(1)初期兼火は,着火ヒータによる自動着火方式であり,しか

可,制御椒能は,ガンタイプバーナのように,運転始めに前

而の運転スイッチをONにするだけで,あとは完全自動で

ある｡ルームサーモスタットを使用すれば,自動で室温制

御が可能であり,運転操作は簡単である｡

(2)燃焼用バーナl･こは,｢1立独白の高性能蒸発式ポット形バー

ナを位用しているので,初期の燃焼の立上り時間が短く,

Lかも走常燃脚1=は,燃焼効率の高い安定した燃焼を行な

うのて,ススの什弟が少ない｡.

(3)外矢も条件の変動にかかわらず,オーバードラフトを軌上す

るドラフトレギュレータを付けているので燃焼が安定して

いる-.

r二4い バーーナ燃焼側,掛武側にそれぞれ三女全スイッチ,過熱防止

用限度ヒューズを設けて,異常燃焼帖および機器棋の誤作

動時などが生じた場合,すみやかに暖房機の逆性を停止さ

せるようにしている.==.

(.5･騒音カこ低い､〕した71∴〕て一般`家庭,喫射古,レストランな

どにほプま過であるこ.

｢∩立製作所商ぷ一事業部ノ

〟91-】



1156 日立評論 第50巻第12号

日立HP-35,HP-50-1形温風暖房機

冬期におこナる暖房装置は不可欠となり,一般家庭かち喫茶店,旅

館,商店などのサービス業まで,またオフィスにおける暖房設備の

普及二ざゴよび伸長はめぎまLいこ

日立製作所では,このような需要の中心となっている熱出力

30,000～50,000kcal/hの灯油だき温風暖房機としてHP-35,HP-

50-1形を開発,発売Lた｡

こjtらの製品には,高負荷バーナを採用して,燃焼の安定性を向

上させるとともに,据付工事費の削減を図るために機外有効静圧を

大き㌧こしているほか､室内調度品とマッチするよう空調機のイメー

ジを強調L･たものとしている〔〕

1･仕 様

HP-35形,HP-50-1形の仕様ほ表lに示すとおりである｡

熱出力はHP-35形は35,000kcaりh,HP-50¶1形は50,000kcaレh

でヴ畔-こまいずjtも灯油である二.

燃焼装置には独自の構造の高負荷′ミーナを採用しており,高温の

小さな火炎で燃焼するので,効率のよい安定した燃焼が行られ,熱

収支が安定Lている｡

運転操作スイヅチを操作すれ:ご,自動制御機構が動作L,着丸

批J(を行なう完全自動方式てあるから,運転操作は簡単である｡一

九安全装置には不着火時の保護装置とLて,火炎検知器,バーナ

リレーを願え,熱交換器,キャビネットなどの過熱こ対Lてほ,コ

ンビネーションコントロー′ン,ノニーナリレ【安全スイッチ,温度ヒ

ューズなど,さらに電動俺の過負荷に対しては過電流継電器を備え

るなど万全を期Lており,全Fl動運転を行なうことができる｡

掘付時にほ,特にダクト工事で高速ダクトの利用,またSMACNA

+二法を探用してぞ己場二｢事費を滞らす怯遷にあるけで,フフ′ンの楼外

有効静止を高くしてある.｡

蓑1 HヱHP-35,Hfし50-1形温風暖房機標準仕様
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2.構 造

HP-35,HfL50-1形の外観を図1に,構造図を図2に示した｡

下部にはモータ,Ⅴベ′レトによって駆動されるフ7′ン,中央部に

は熱交換器,オイルバーナ,ノミーナリレーを配置し,上部のプレナ

ムチャンバより温風吹き出しを行なっている｡

室内空気ほエアフィルタを介して下部にあるフアンにより吸い込

まれ,熱交換器で熱交換し,温風となって上部プレナムチャンバよ

り吹き出される.｡

プンナムチャンノミはダクト捷用時には取りはずして使用できるの

で.天井部の空間を利用して,ダクト工事が容易になる｡また直接

吹き出しのときにはプレナムチャンバのグリルにより,温風吹出方

向を上下,左右,好みの方向に変えることができる｡

燃焼空気はオイルバーナによって燃焼ガスとなり,熱交換器で空

気と熱交換後,排気ガスとなって屋外へ導かれる｡

博通は本体の天井面および背面の2方向より接続することがで

き,いずれの方向においても取付可能なドラフトレギュレータを付

罵しているので,オーバドラフトを生ずることほなく安定した燃焼

力こできる｡

オイルバーナ,バーナリレ〉などの制御部品ほ本体の右側面にま

とめられているので,保守が容易である｡

フ7ンは熱交換器の温度が上昇してから運転されるので冷風の吹

き出しがない｡またフ7ン操作スイッチによJ),夏期における換気

送風運転が■?きる′ノ

3.特 長

(し)外観デザインは家具調で,ほかの調度品とマッチしている｡

(2)操作スイッチを押すだけで,自動運転にほいり,室温に応じ

てルームサーモスタットが作動L･,自動運転制御を行なう｡

(3ノ コンビネーションコントローノし-,バーナリレー,過電流リ

･ヰ

｢C

6

レー,混変ヒューズおよぴプリバージ機構などの安全装置

が㍍備Lており,過熱,不着火,過電流などに対して万全

を期してある‥

校外有効静圧が大きいの｢さダクト施工が容易である｡

高負荷バーナを班用しているので,燃焼が安定している､･.

∩常点検,手入れの必要なオイノンストレーナ,エアフィバ

タはワンクツナ操作で′点検,保守ができる｡

し日立峯望作所向■～デー事業部)

ヨ1 Li立HP-35形温吼暖房怯

÷′･ニ㌧ノ

ー上車上子隻旨ご三

団2 構 造 図
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口立評論 第50巻第12号 1157

日立家庭用温水暖房機ルームヒート

近年セントラルヒーティングについての矧L､はきわめて高く,温

水ポイラ,温水暖房機を中心とした温水暖房機器の需要は日増しに

伸びている｡日立製作所ほこれらの需要に応ずるため,各種温水ボイ

ラをはじめ,家庭用温水暖房楼ルームヒートFU-50S形,Ftト51D

形および付帯機器を生産販売している:

今回新しく開発したルームヒートFU-27形には,新形貫涜送風

機を採用し,低騒音であるとともに外法寸法を小形にし.一般日本

家庭に合った性能を与えるとともに,FU-50S形,FU-51D形と同

様,ビルトインが可能,配管･配線の簡略化など,多くの特長を備

え,従来機種とともに前記需要に応ずるものである.=･

1.構 造

図2に示すように,クロスフィン形熱交換器を小心にして,吸込

側に新しく開発した特殊構造の貫流送風機を,また,吐出側には晩

向板を配置してある｡貫流送風機により,エアフィルタを通Lて送

り込まれた空気は,熱交換器で温水と熱交換L′,風向板により､室

内を平均に暖めるよう吐き出される｡

配管は,FU-50S形,FU【51D形に採用されて,好評を博した特

殊継手により,横内の配管スペースで接続かできるので,幸内に配

管が露出しない据付けが可能である｡

一般の配管接続作業と比較すると,ネジを切る作業を必要とせず,

寸法の調節が容易なので,据付時間を短縮することができる二

電気配線は,スイッチの裏面に端子台が設けてあり,温水循環カミ

ンプ,ルームサーモとの接続が容易である｡この端子台を利用して

ルームヒート相互の結線を行なえ･:ご,温水循環ポンプ,送風機の運

転･停止などが手元スイッチで操作され､ほかの部屋に影響を与え

ることがない｡

なお,新形の貫流送風機を採用したので,静粛な運転音で暖ふうら

れた空気は吐き出され,室内を快適に暖房することJいごきるととも

iこ,外法寸法は′J､形化されているし丁

2.特 長

(1)新形貫流送風憐を抹伺Lたので,外法寸法カンJ､さく,静粛

な運転音となり,寝室での使用に適する二

(2)標準放熱量が2,700kcal./11で.日本の一般家庭屑に最適て

あるこ

(3)ビ′レトインが可能なのて,部屋を有効に利用できるこ

(4)ルームヒートの配線は,端子台に接続するだけで,操作′ミ

5

6

7

(8)

ネルにより温水循環ポンプ,送風綴の運転･停止ができる｡

特殊継手の採用iこより,配管接続が機内で容易にできる一二

水抜き,空気抜きの操作力＼機内のコックで容易にできる=.

ルームサーモを接続することにより,送風機と連動Lて室

温を快適に保つことができる二

温水入口温度および温水流量を変化させることにより,放

熱量を調節できるこ

3.性 能

FU-27形ルーム形ルームヒートの標準放熱量ほ2,700kcalノ■h(室

温と,温水入口温瞳の差65度,温水流量5Jノ′′min)である｡

FU-27形ルームヒートの放熱量は,温水入口温度,温水涜量を変

化させ,調節することができる Lこ図3,図4参凧)二

(日立製作所家電事業部､)

図1 日立FU-27形家庭用温水暖房機ルームヒート
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表1 FU-27形′ンームヒート仕様

項 目 仕 様

夕卜 ;空

々L …i蒜還表芸芸芸子･-×ヲヲ竺さ三三二ご二已T
･.前面カハーは==丁‾,■ニ｢'‾ン色)

道 風 軽

率 交 換 纂

ヌエ11 ス /
ソ チ1

一ナ
ン プ 土 乃 接 統

一 マ フ
′/ン

ク

㌧籠房暖 力

ロ

ロ

ン

入

出

レ

.刀

-刀

温
温
ド

接
続
配
管

き
液
力
量

抜文

一盲

空古い

費

技水
電
消
重

貫流送風綾

ク=スフィ ン形

∴トンナ+.▼送風+∴ナノイ一

端千台こ接続ナるこ土こより･｢ニンてスイ･.･キで

運転･停止が可能

+トランエ7｢ノ ■+■?

2.700kcal′′h･･ぎ昆水入口温度と宝鑑上乃差65度温
水流量 5J./′min､〉

㍍B し特殊継手により接続1

ケ盲B･二特殊敵手こよい接続′〉

tノっ径16′ふ

水抜き弁,空気抜きキを内蔵

AClOl)1･r 5()′/60Hz

171lr

16kg
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日 立PF-5る0形全 自動洗濯機

二槽式脱水洗濯枚が市場のほとんどを占める状勢において,最近

全自動洗濯樅に対する関心が高まり徐々に需要が多くなっている｡

これは,より高度なものを求める椚費老の心理と自動化による主婦

の家事時間の節減などを反映したものであり,この傾向ほ,今後二

槽式脱水洗濯機所有者の第二次賢哲が本格化するにつれていっそう

強まるものと予想される｡

このような状勢に対処して新たに完成したPF-560形全自動洗濯

機は,世界最初の渦巻式全自動洗濯機として好評を博している

PF-500形,PF-550形に改良を加えたもので,国内で最も進んだ全

自動洗濯機である｡

おもな特長と仕様は下記のとおりである｡

(1)洗濯物に応じて選べる四つの自動サイクル

(a)洗濯の水流を強･弱,脱水の回転を強･弱に切換え可能

とし,この組合せからなる四つの自動サイクルをワンタッチ

で自由に選択する｡これによって洗濯物に最も適した洗濯の

水流と脱水の回転を与え全自動洗濯ができる｡

洗濯物と自動サイクルとの関係ほ,表1に示すとおりであ

る｡

(b)強脱水の脱水性能を二槽式脱水洗濯枚なみに引き上げ,

二槽式脱水洗濯機の需要層にも十分満足していただけるもの

である｡

(2)すぐれた経済性

(a)一度に2kgの洗濯物が洗える大容量棟なので,能率的

な洗濯ができる｡

(b)洗濯物の多少により水位を2段に切り換えることができ

る圧力スイッチを採用したことにより,洗濯物が少ない場合

にむだな洗剤と水を使用しない経済的な洗濯ができる｡

(c)自動サイクルのほかに,洗濯だけのサイクルが選べる2

サイクルタイマーを採用しているので,一般の洗濯機と同じ

ように同じ洗濯液で何回も洗濯ができ,洗剤がむだなく使用

できる｡

(d)すすぎは,オーバーフローすすぎでよごれや布くずを排

除するとともに,すすぎの｢如こ脱水を入れることにより,短

時間で完全なすすぎができ,水量を節減する｡1回の全自動

洗濯が約30分で終わるという洗濯のスピード化を実現した｡

(3)簡単な取扱い,据付け

(a)給水ホースの水栓への接続ほ,ワンタッチで取り付け,

取りはずしのできる継手を採用し,給水ホースを取り付ける

ために専用の水栓を設置したり,給水ホースの取り扱いの不

便さを解消した｡

(b)給水,排水ホースを側面出し入れとし,かつ左右付換え

可能にしてあるので,どのような場所にでも据付けができる｡

(c)背面はすき間なく据え付けられる最′ト奥行寸法構成であ

る｡

(4)そ の は か

(a)洗濯槽にほいつまでもさびず,光沢を失なわない18-8ス

テンレスを採川している｡

(b)光輝に富んだアルミ製のカザリイタを採用し,最高級の

洗濯厳にふさわしいデザインである｡

(日立製作所家電事業部)

′〆

図1 日立PF-560形全自動洗濯機

表1 洗濯物と自動サイクルの関係

＼＼､早動サイクル】
＼

＼＼】

1 1 2
】

3

洗濯の水流の強弱∃
脱水の回転の境弱i

各自動サイクルにト
芸1完芸芸㌢の種lT

弱
一
弱

彗

弱 l 強

｢り

物
弧
二
咄

ッ

一

編
←

弱

普 段 着

(パーマネソト

プレス製圭品)

スポーツシャ､

ワイシャツ

スカート

ブラウス

表2 お も な 仕 様

強

強

作 業 着

寝 具 類

綿 肌 着

シー:′

/､こ/ヤマ

メリヤス‾F着

かっばう着

形 式

外 形 1ナ 法(mm)

頂 蒜(kg)

洗 濯 方 式

洗 濯 容 韮(kg)

パルセータ回転数(rpm)

水 量(り

モ ー ト ル

コ

ンデンサ容丑(〃F)

す す ぎ 方 式

綴 り 方 式

脱 水 回 転 数(rpm)

PF-560

50()(幅)×510(奥行)×930(高さ)

48

自 動 反 転 式

2.0/1.2

440/290

40/34

110/40W コンデンサモートル

55(30＋25)

オーバーフロー方式(オーバーフロー3分×2＋脱水)

遠 心

910/600

脱 水 式

ス イ ッ チ
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自動タイー～-43分計(l二】動,洗濯2サイクル)

押ボタン式4段サイクル切換スイッニー

2段水位切換圧力スイ ヅチ,桓数変換用リレー
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最近 の パ ル プ マ イ カ 製品

パルプマイカが開発されて以来厚さが均一で破壊電圧が高いこと

から生マイカにかわって,電気機器の絶縁物に使用されているが機

械強度の改良が要望されていた.:) 吉10

この要望にこたえたのが耐熱パルプマイカほり合わせ製品とパル

プマイカプレートU303である｡以下にこれら新製品の特長を紹介

する｡

1.耐熱パルプマイカはり合わせ製品

パルプマイカにシート状耐熱性高分子材料(ノーメックスペーパ

およぴカブトンフイルム)を耐熱性接着剤でほり合わせたもので,電

気機器コイルのF種およびH種絶縁物として使用すれば機器の小

形軽量化を図ることができる｡特性の一例を表1,図1および図2

に示す｡

1.1特 長

(1)厚さが均一である｡

(2)耐コロナ性にすぐれている｡

(3)機械強度が高い｡

(4)絶縁破壊電圧が高い｡

したがって電気械器の高圧コイルの絶縁物に使用され機器の小形軽

量化に貢献している｡

2.3号パルプマイカプレート U303

生マイカの特長である機械強度をできるだけそこなわないように

特殊な方法で製造したパルプマイカプレートで高速回転する小形軽

量整流子電動機のセグメント絶縁物として好適である｡表2,図3

ほその特性を示したものである｡

2.1特 長

(1)機械境度がすぐれている｡

セグメントの形に打ち抜きしたときライザー部の折れ担がな

く,組込作業性にすぐれている｡

(2)熱圧特性にすぐれている｡

高温で高速回転する整流子は大きな機械力を受けるがU303は

熱匠特性がすぐれているので高温高速回転する小形整流子電動棟

のセグメント絶縁物として最適である｡

(日立化成工業株式会社)

表1 耐熱パルプマイカはり合わせ製品の一般特性

＼

項 目

＼■

＼

厚 さ

(mm)

引張 り

引 裂

品 種

＼
NU-F32020 NU-H2020 KU-F32020

最 大

最 小

平 均

強度(kg/25mm)

力(kg/20皿m)

マ イ カ 丑(%)

破 壊 電 fE

(kV)

平 均

最 低

加熱減址(%)1200℃2b

巻 き 付 け 性

耐 熱 区 分

裏 打 材

0.150 1 0,145

0.110

0.124

12.3

4.8

45.5

3.3

2.0

1.74

異常なし

F

0.110

0.127

11.5

9.8

50.1

3.2

1.9

1.06

異常なし

H

ノーメックスペーパ

0.160

0.120

0.135

21.4

36.8

37.6

11.3

_1___竺______1.33

異常なし

F

KU-H2020

仇160

0.115

0.135

20.2

3乳2

37.2

10.3

9.4

仇67

異常なし

H

カブトソフィルム

5

小
二
皆
野
貸
璧
心
幣

し///X､＼--x-メ｢ぞ二｢ニヂ
KU-ド｡2020

Jji】熱i.■j.い空18げC

NU-F32020

5 10 15 20 25 30

加熱日数(H)

図1 F種パルプマイカはり合わせ製-71て-の

加熱劣化による絶縁破壊電圧の変化

5

(
L
≦
一
世
田
野
醤
吏
璧

KU-H2020

加熱iJ.】ミ_怯25げC

NU-H2020

5 10 15 20 25 30

加熱日数(ロ)

図2 H種パルプマイカはり合わせ製品の

加熱劣化による絶縁破壊電圧の変化

50 100 150 200 250 300

加熱温度(`c)

国3 U303の 熱 圧 特 性

表2 U303 の
一般 特 性

接 着 剤

旺

締

性

｢] l No.1*

量(g)

長 さ (mm)

般 大

鼓 小

平 均

度 (g/cm3)

;正 (%)

常 温 圧 縮 率(%)

加 熱 托 締 率(%)

圧 縮 後 の 外 観

絶縁破壊電圧
最 低

(kV) l平 均

琵l5×10(mm)l層約数
**抗 折 力(kg)

*
No.1とNo.2は厚さの違い

**試験片サイズ 30×200(mm)
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590

457×912

0.575

0.545

0.561

2.52

4.00

4.00

1.75

良

26.0

29.0

0

2.7

No.2*

490

456×912

0.490

0.440

0.460

2,54

3.53

3.75

2.00

良

24.0

26.0

2.5
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集 積 回 路 用 基 板

日立化成工業株式会社Jrさは従来から｢ノ､ロックス+の商品名‾:さ,

高純度アルミナ磁器を大量に生産している｡今回｢ノ､ロックス_+の

新製品として近年急速な進歩を示す解析l句附こ用いるアルミナ三脚友

を開発,生産を開始した｡

一般に薄膜,厚膜集砧回路ほ絶縁基板の上に抵抗,コンデンサ,ギ字

体などを薄膜またほ厚膜で構成しているので,基板の性質はその上

に形成される各素子の特性,信頼性,再現性に大きな影響を及ぼす｡

このため基板材質の選定は重安な問題となる′｡日立化成工業株式会

社の集桁回路用基板ほ次のような特長を持っている｡

(a)電気的特性,熱的特性,依械的墳度にすぐれ,化学的にも

きわめて安定である｡

(b)表面ほ平滑,平坦(へいたんい亡集積恒l路としての柑生に有

害な表面欠陥をもたない｢

(cl寸法精度が高い｡.

(d)任意の形状のものができる〔｢

(1)ノ､ロックス集杭回路用基板の柑性

表1ほハロックス集積回路用基板(こ用い仁〕′れる材質 /､ロ､ソ ノ

ス♯534)の特性を示したものである｡

集后回路に用いる+l⊆掛よヲ.ッビング研摩などの表面加工を行な

わないほうが望ましい｡焼成Lたままの磁器の表面あらさは結晶

粒の起伏だけではなく,粒子間のクラック,キズ,付着物による

突起,ピンホールなどによってあらわされる｡平滑な表面状態を

うるには,これらの欠陥をなくするとともに,高い充てん密度と,

高い焼成温度により結晶粒間の結合を緊密にする必要があるニ

ハロックス集積回路用基板はこれらの点に留意し,アルカリ含

有量のきわめて少ないよく管理された微細なアルミナ粒を1,600

℃以上の高温で焼結させたもので,図lの電子顕微鏡写真が示す

ように表面は非常に緻密(ちみつ)であり,印刷後の抵抗の断線,

容量の変動,短絡などの原田となる蓑向欠陥ほ厳重な品質管斯こ

より排除されている｡

図2はハロックス厚膜集転回路用基板の表面あらさの一例で

ある｡このあらさは代表的なPd-Agペーストを焼き付けるのに

好適であり,その接着強度は1.4～1.8kg′/mm2である｡

(2)一 般 仕 様

製作可能な基板の一般仕様を表2に示す｡図3は基板の一一例で

ある｡

(f]立化成工業株式会社)

表1 ハロックス♯534の特性
Al203 含 有 丑

見 か け 比 重

色 調

吸 水 率

か た さ (ロックウェル)

安全使 用 温 皮

熱 膨 張 係 数 20～500℃

熱 伝 導 率(cal/cm/s/℃)

曲 げ 強 さ

貫層絶縁耐 力

体 街 抵 抗 率 200℃

300℃

誘 導

誘 電 正

接t;ごぎ1MHzj
率 亡,1MHz

%

%

HlミA

℃

kg/cm2

kV/mIn
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表2 ハロッノス袋航回路用基似の一般仕様

寸 法

小
一

一

帖

惇
一
そ

形 状30mnlX30mm以

卜

0.8m】¶ 以 卜

±l.0ア;以 卜

±10プ言11
1

0.051Tlm/′10mmい ‾卜

仕

図1 表 面 状 態

図2 ハPックス集積回路用基板の表面あらさ
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図3 ハロックス集積回路用基板の一例




